
シンラの旅-5「黒潮の孤島」 

鵜来島漂流
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足摺岬

鵜来島

四万十

高知県

愛媛県

宿毛

　
ほ
ど
な
く
島
が
見
え
て
き
た
。

　
奇
怪
な
恐
竜
あ
る
い
は
巨
大
な
亀
が

海
上
に
横
た
わ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
、

水
平
線
か
ら
頭
部
と
背
が
浮
き
出
て
い

る
。
見
る
か
ら
に
絶
海
の
孤
島
だ
。
定

期
船
「
す
く
も
」（
82
ト
ン
）
は
そ
の

頭
部
あ
た
り
を
め
ざ
し
、
波
を
か
き
分

け
る
。

　
鵜
来
島
―
―
。
高
知
県
の
最
西
端
、

宿
毛
湾
の
沖
合
23
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
浮
か
ぶ
孤
島
だ
。
１
日
わ
ず
か
２
便
、

所
要
50
分
。
訪
れ
る
の
は
、
大
物
グ
レ

狙
い
の
釣
り
人
だ
け
だ
と
い
う
。

　
一
歩
、
島
に
足
を
踏
み
入
れ
て
驚
く
。

　
石
垣
が
築
か
れ
、
民
家
が
密
集
す
る
。

あ
た
か
も
城
塞
の
よ
う
だ
。
周
囲
６
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
聞
い
て
い
た
が
、
集
落

は
港
付
近
に
し
か
な
く
、
あ
と
は
切
り

立
つ
崖
が
続
く
ば
か
り
だ
。
石
段
の
続

く
急
坂
が
港
か
ら
四
方
に
延
び
、
平
地

は
な
い
。
こ
こ
に
は
１
台
の
自
動
車
も

自
転
車
す
ら
も
存
在
し
な
い
。

　
急
坂
の
石
段
に
沿
っ
て
、
一
番
上
に

あ
る
民
宿
ま
で
数
百
段
、
荷
物
を
背
負

い
登
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
離
島
に
着
い

た
瞬
間
か
ら
〝
漂
流
気
分
〞
は
は
じ
ま

っ
た
。

　
観
光
的
な
見
ど
こ
ろ
は
一
切
な
い
。

神
社
、
寺
、
昔
の
運
動
場
、
灯
台
く
ら

い
が
見
学
コ
ー
ス
だ
。

　
島
で
２
番
目
に
若
い
55
歳
の
宮
本

五あ
つ
むさ

ん
が
案
内
に
立
っ
た
。

　
宮
本
さ
ん
は
島
民
か
ら
〝
あ
っ
ち
ゃ

ん
〞
と
呼
ば
れ
る
人
気
者
だ
。
背
筋
が

伸
び
、
二
の
腕
は
太
い
が
、
優
し
そ
う

な
目
が
笑
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
漁
師

だ
っ
た
が
、
島
を
出
て
長
ら
く
大
阪
に

暮
ら
し
て
い
た
。
島
の
区
長
か
ら
頼
ま

れ
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
一
員
と

し
て
島
に
帰
っ
て
き
た
。「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
は
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年

か
ら
は
じ
め
た
総
務
省
の
人
材
派
遣
制

度
で
、
派
遣
後
、
地
域
で
職
を
得
て
定

住
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
あ
っ
ち
ゃ
ん
の
仕
事
は
、
民
宿
の
手

伝
い
や
宿
毛
か
ら
届
く
荷
物
や
郵
便
物

の
配
達
、
ア
ワ
ビ
養
殖
の
実
験
な
ど
。

ま
れ
に
こ
う
し
た
取
材
対
応
も
あ
る
。

「
国
か
ら
月
に
12
万
円
の
支
給
が
あ
る

ん
や
」

　
島
で
現
金
が
必
要
な
の
は
た
ば
こ
、

酒
代
だ
け
。
１
日
３
０
０
０
円
あ
れ
ば

暮
ら
せ
る
、
と
い
う
。

　
ま
ず
は
春
日
神
社
へ
。
注し

連め

縄な
わ

の
か

か
る
立
派
な
石
の
鳥
居
が
立
ち
、
境
内

は
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
て
い
た
が
、
人

の
気
配
は
な
い
。
本
祭
の
秋
祭
り
に
は

多
く
の
島
民
が
帰
省
し
、
神み

輿こ
し

を
か
つ

ぐ
。
鵜
来
島
は
江
戸
時
代
ま
で
伊
予
宇

和
島
藩
領
だ
っ
た
。
明
治
に
な
り
、
廃

藩
置
県
以
降
、
高
知
県
に
編
入
さ
れ
た

と
い
う
複
雑
な
歴
史
が
あ
る
。
祭
り
は

旧
藩
の
気
風
を
残
す
と
い
わ
れ
、
神
輿
、

櫓や
ぐ
ら、
牛う

し

鬼お
に
の
３
つ
の
山だ

車し

が
島
内
を
練

り
歩
く
。

　
神
社
か
ら
集
落
と
港
を
一
望
で
き
た
。

　
数
え
る
と
50
軒
く
ら
い
の
民
家
が
急

坂
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
並
ん
で
い
る

こ
の
ま
ま
で
は
無
人
島
に
な
る

黒
潮
の
孤
島　

鵜
来
島
漂
流

高
知
県
西
南
端
、
宿す

く
も毛

湾
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
離
島
、
鵜う

来ぐ
る

島し
ま

。

島
民
22
人
、
平
均
年
齢
76
歳
。
自
転
車
や
自
動
車
も
１
台
も
な
い
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
る
島
の
暮
ら
し
に
迫
る
。

文
／
芦
原 

伸
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョン
作
家
）　
撮
影
／
戸
川 

覚

協
力
／
高
知
県
、
高
知
県
観
光
コ
ンベ
ン
シ
ョン
協
会

朝7時、宿毛市片島港から定期船「すくも」に
乗ること約50分。薄暗い空の奥に隠れていた鵜
来島が日の出とともにその姿を現した

灯台から望む集落の全景。島で人が住んでいるの
は港近辺だけで、それ以外はすべて野山。中央
右手の白い大きな建物は旧鵜来島小・中学校

平地は港から旧鵜来島小学校までの数百mの道だけ。
そこから先の移動は急な石段の登り降りとなる

集落

春日神社

灯台

龍頭山
252m 鵜来島港

鵜来島の全景



87 868687

港で魚をさばくあっちゃんと、獲物の臭いを嗅ぎつけてやってきた猫。
腹を空かせて岸壁についた漁船に上がりこんでくることもある
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89 88

て
群
れ
泳
い
で
い
た
。

　
出
口
繁
男
を
紹
介
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
島
民
か
ら
は
〝
繁
ニ
イ
〞
と
呼
ば
れ
、

頼
り
に
な
る
兄
貴
分
と
し
て
一
目
置
か

れ
て
い
る
。
小
柄
な
が
ら
が
っ
し
り
と

し
た
体た

い

躯く

。
日
焼
け
し
た
顔
に
黒
髪
が

光
り
、
65
歳
と
い
う
年
齢
を
感
じ
さ
せ

な
い
。
あ
っ
ち
ゃ
ん
と
同
じ
く
彼
も
３

年
前
に
島
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
。

　
１
９
４
９（
昭
和
24
）年
、船
頭（
カ

ツ
オ
船
の
漁
労
長
）
の
家
に
６
人
兄
弟

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
島
の
中
学

を
卒
業
し
て
、
宿
毛
市
の
高
校
へ
。
さ

ら
に
大
阪
の
大
学
へ
進
ん
だ
。
次
男
、

三
男
は
漁
師
に
な
っ
た
が
、
島
出
身
の

大
卒
は
繁
ニ
イ
だ
け
だ
。

　
東
京
に
憧
れ
、
広
告
代
理
店
の
名

門
・
内
藤
一
水
社
に
新
卒
で
入
社
。
同

時
に
３
年
間
日
ソ
学
院
の
夜
間
語
学
教

室
に
通
っ
た
。

「
高
校
時
代
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
が

好
き
で
よ
く
読
ん
で
い
た
ん
で
す
。
そ

の
あ
と
が
き
に
、『
ヘ
ッ
セ
の
世
界
を
極

め
る
な
ら
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
読

め
』
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
ん
で
す
」

　
さ
っ
そ
く
『
罪
と
罰
』
を
読
ん
だ
。

殺
人
と
純
愛
が
混
在
す
る
主
人
公
ラ
ス

コ
ー
リ
ニ
コ
フ
の
悩
め
る
魂
が
痛
い
ほ

ど
に
理
解
で
き
た
。
時
は
70
年
安
保
の

時
代
で
あ
る
。
国
家
権
力
が
押
し
つ
け

る
既
成
概
念
を
打
ち
破
ろ
う
と
思
っ
た
。

「
原
文
で
読
み
た
い
、
と
思
っ
た
の
が

ロ
シ
ア
語
を
は
じ
め
た
動
機
で
し
た
」

　
広
告
営
業
は
身
に
合
わ
ず
、
あ
っ
さ

り
会
社
を
辞
め
、
し
ば
ら
く
フ
リ
ー

タ
ー
の
暮
ら
し
を
続
け
た
。

　
そ
の
後
、
水
産
庁
の
北
洋
サ
ケ
・
マ

ス
取
締
船
に
乗
船
し
、
通
訳
と
し
て
活

躍
。
日
本
漁
船
や
日
本
の
領
海
内
に
入

る
ソ
連
船
を
取
り
締
ま
っ
た
。
さ
ら
に

商
業
捕
鯨
の
監
視
の
た
め
、
日
ソ
の
捕

が
、
そ
の
３
分
の
２
は
空
き
家
ら
し
い
。

人
口
は
わ
ず
か
22
人
。
平
均
年
齢
は
76

歳
。
女
性
が
８
割
、
小
・
中
学
校
は
10

年
前
に
廃
校
と
な
り
、
子
供
は
ひ
と
り

も
い
な
い
。
日
本
の
近
未
来
の
縮
図
の

よ
う
だ
。

　
集
落
の
間
道
を
歩
い
て
ふ
た
た
び
驚

く
。
ど
の
家
に
も
小
さ
な
畑
が
あ
る
が
、

そ
の
畑
は
す
べ
て
フ
ェ
ン
ス
が
し
つ
ら

え
て
あ
る
。

「
イ
ノ
シ
シ
だ
が
な
」

　
あ
っ
ち
ゃ
ん
が
言
う
。

　
イ
ノ
シ
シ
は
こ
の
20
年
来
増
え
続
け
、

畑
を
荒
し
、
残
飯
を
求
め
て
、
無
人
の

民
家
の
板
壁
を
突
き
破
り
、
侵
入
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
老
人
ば
か
り
の
島
で

イ
ノ
シ
シ
は
脅
威
、
天
敵
で
あ
る
。

　
小
さ
な
畑
で
は
ダ
イ
コ
ン
、
タ
マ
ネ

ギ
が
細
々
と
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

「
昔
は
天
ま
で
段
々
畑
や
っ
た
が
」

　
石
段
を
作
り
、
畑
を
囲
ん
だ
。
30
年

経
っ
た
今
、
荒
れ
放
題
で
灌か

ん

木ぼ
く

が
茂
り
、

段
々
畑
は
消
え
て
い
る
。

　
昭
和
40
年
代
、
島
に
は
約
４
０
０
人

の
男
女
が
住
み
、
カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り

漁
が
盛
ん
だ
っ
た
。
10
人
を
超
え
る
子

だ
く
さ
ん
の
家
族
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

50
年
代
の
終
わ
り
か
ら
漁
業
が
不
振
と

な
り
、
若
者
た
ち
は
島
を
出
た
。

　
あ
っ
ち
ゃ
ん
も
そ
の
ひ
と
り
だ
っ
た
。

　
中
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
カ
ツ
オ
船

に
乗
っ
た
。
８
年
間
漁
師
と
し
て
働
く

が
、
船
主
の
経
営
が
苦
し
く
な
り
、
島

の
船
は
カ
ツ
オ
漁
を
や
め
た
。
餌
と
す

る
生
き
た
イ
ワ
シ
や
燃
料
が
上
が
っ
た

た
め
だ
っ
た
。
給
料
は
歩
合
制
で
、
船

主
が
７
、
乗
組
員
が
３
の
割
合
で
漁
獲

高
を
分
け
た
。
船
主
は
船
の
購
入
、
維

持
管
理
、
燃
料
、
餌
代
を
も
つ
。
乗
組

員
は
16
人
い
た
。

「
昭
和
50
年
代
や
ね
。
10
代
で
、
年
収

２
０
０
万
円
く
ら
い
も
ろ
う
た
。
半
年

は
漁
が
な
く
、
遊
び
や
っ
た
」

　
月
給
に
す
る
と
約
16
万
円
。
当
時
の

大
卒
初
任
給
が
10
万
円
く
ら
い
や
っ
た

か
ら
、
乗
組
員
は
よ
か
っ
た
が
船
主
は

経
営
難
に
陥
っ
た
。

「
カ
ツ
オ
漁
全
盛
期
に
は
こ
の
港
に
も

商
店
が
４
軒
あ
っ
た
。
宿
毛
で
は
片
島

港
か
ら
中
心
街
ま
で
ス
ナ
ッ
ク
、
ク
ラ

ブ
、
バ
ー
、
居
酒
屋
が
並
ん
で
お
っ
て
、

歩
い
て
ハ
シ
ゴ
で
き
た
ん
や
」

　
前
夜
、
宿
毛
に
泊
っ
た
が
、
今
は
そ

の
辺
り
は
真
っ
暗
で
あ
る
。
島
の
若
者

が
都
会
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
２
倍
く
ら

い
の
金
を
稼
ぎ
、
酒
と
女
に
身
を
や
つ

し
た
。
灯
り
の
な
い
繁
華
街
に
今
も
シ

ョ
ー
劇
場
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
当
時

の
記
憶
を
留
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
23
歳
で
島
を
離
れ
、
大
阪
へ
。
塗
装

店
に
勤
務
し
た
。
１
年
勤
め
て
島
に
帰

っ
て
き
た
ら
、

「
カ
ツ
オ
漁
船
は
１
隻

も
お
ら
ん
か
っ
た
」

　
ふ
た
た
び
島
を
出
て
、

以
来
大
阪
で
30
年
を
暮

ら
し
た
。

　
３
年
前
、
大
阪
か
ら

帰
っ
た
が
、
島
の
衰
退

ぶ
り
を
見
て
、

「
自
分
は
浦
島
太
郎
か
、

と
思
っ
た
よ
」

　
島
の
誰
も
が
、

「
こ
の
ま
ま
で
は
無
人
島
に
な
る
」

　
と
心
配
し
て
い
る
。

　
島
の
旧
運
動
場
は
山
の
中
腹
の
給
水

塔
の
脇
に
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
陸
上
競

技
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
催
さ
れ
た

と
い
う
が
、
も
は
や
灌
木
と
雑
草
に
覆

わ
れ
て
白
昼
夢
の
よ
う
で
あ
る
。

　
灯
台
か
ら
は
豊ぶ

ん

後ご

水す
い

道ど
う
、
太
平
洋
の

海
が
足
元
か
ら
広
が
る
。
か
つ
て
は
こ

の
海
を
戦
艦
大
和
が
南
方
め
ざ
し
て
出

陣
し
た
。
島
は
宿
毛
湾
を
守
る
海
軍
の

重
要
基
地
で
、
戦
時
中
は
小
さ
な
島
に

兵
士
が
２
０
０
名
も
駐
屯
し
て
い
た
と

い
う
。

　
入
江
に
戻
っ
た
。
明
る
く
透
明
な
鵜

来
島
の
湾
内
に
は
コ
バ
ル
ト
ス
ズ
メ
、

ハ
タ
タ
テ
ダ
イ
の
熱
帯
魚
が
時
を
忘
れ

鯨
母
船
の
通
訳
官
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン

領
カ
ナ
リ
ア
諸
島
ラ
ス
・
パ
ル
マ
ス
や

横
須
賀
港
か
ら
４
度
も
南
氷
洋
へ
と
赴

い
た
。
そ
の
後
も
大
洋
漁
業
（
現
・
マ

ル
ハ
）
の
仕
事
で
３
年
続
け
て
ロ
シ
ア

船
に
乗
り
込
み
、
北
洋
の
海
で
働
い
た

こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
水
産
関
連
の
商

社
や
日に

っ

鮭け
い

連れ
ん

で
働
き
、
シ
ア
ト
ル
に
１

年
、
モ
ス
ク
ワ
で
は
１
年
の
語
学
留
学

も
体
験
し
た
。

「
東
京
を
皮
切
り
に
北
海
道
、
ロ
シ
ア
、

ア
メ
リ
カ
、
南
氷
洋
と
世
界
中
漂
流
し

ま
し
た
。〝
渡
り
漁
師
〞
み
た
い
な
人

生
で
す
よ
」

　
七
つ
の
海
を
渡
っ
た
。

　
外
国
の
名
も
な
い
港
の
片
隅
で
、
満

潮
の
夕
暮
れ
な
ど
潮
の
匂
い
を
感
じ
た

時
、
あ
る
い
は
冬
の
大
都
会
の
雑
踏
の

な
か
で
、
北
西
風
が
吹
き
は
じ
め
る
と
、

故
郷
の
鵜
来
島
を
思
っ
た
。

か
つ
て
カ
ツ
オ
漁
で
栄
え
た
島
も
、

こ
の
ま
ま
で
は
無
人
島
に
な
る

〝
渡
り
漁
師
〞
み
た
い
な
人
生上／家の畑で野菜を育てる島民。鵜来島では海から吹く潮風のおかげで、

柔らかく甘いタマネギを育てることができる
下／春日神社の狛犬（こまいぬ）。約30年前、祭りで島民たちが眉や
鼻の穴を太くするなど落書きしたが「可愛いから」とそのままにされている

「ミニ」（昼食会）のため、旧鵜来島小学校の給食室で食事の準備をする女性たち

笑顔で島を案内してくれたあっちゃん

Special Feature

黒潮の孤島
鵜来島漂流
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  宿毛市沖の島町鵜来島37　  0880-69-1714　   6,800円（1泊2食付）

鵜来島港から石段を登って約3分、頂上付近に建つ一軒家の民宿。
このページで紹介した料理はすべて「しまの灯」のもの。1泊2
食付きだが、希望すれば500円で昼食を付けられる（弁当も可能）。
高台にあるため、集落や海を一望することができる。夜はロマン
チックに星空を見上げるのもいいが、島の外灯が照らす幻想的な
風景をぼんやりと眺めるのもいい。ダイバーや釣り人だけでなく、
ゆったりと「島時間」を過ごしたい人におすすめの宿。

島ごはんならここ！ 民宿 しまの灯あかり　

標準和名ウチワエビは、高知県では履き物のわらじや足袋に
似ていることから通称「タビエビ」と呼ばれる。伊勢エビよ
りも甘みがあり、濃厚な味が特徴。鍋にすると美味。

野菜との相性抜群
タビエビの水炊き鍋

クロニナは干潮時に磯にいる小さな巻
貝の総称で、地方によっては「しった
か貝」とも呼ばれる。塩ゆでにしたも
のを爪楊枝などでつまむとビールなど
によく合い、病みつきに。

素材の味をそのままお届け
クロニナの塩ゆで

島の漁師が釣った新鮮な魚をその日のうちに
さばいて刺身4点盛りに。ハゲ（カワハギ）
のキモ（内蔵）を少し醤油に溶かして食べる
のが通な食べ方。まろやかな味が楽しめる。

鵜来島流・最上のおもてなし
大皿宿毛尽くし

12月～2月の寒い時期に鵜来島の磯
で採れる「めのり」（岩のり）を佃煮
にして白ごはんにまぜた飯。「天ぷら」
（魚のすり身の島言葉）も一緒にまぜ
ると、食感が増しておいしい。

島の伝統料理
めのり飯

魚を下ろした後に残ったアラを醤油、
ザラメ、酒で煮つけに。水の代わり
に酒を使うと、甘みにコクが出て照り
が増す。“しっかり濃い味にする”鵜
来島料理を象徴する一品。

島では定番中の定番
キハダのアラ煮

塩コショウを振り、片栗粉をまんべんな
くまぶして油で２度揚げ。表面はカラっ
として身はふかふか。味つけは三杯酢と
砂糖、隠し味にポン酢を。タマネギを添
えて召し上がれ！

ポイントは“２度揚げ”
イサキの南蛮漬け

甘
辛
く
、
濃
い
目
の
味
に
す
る
の
が

鵜
来
島「
漁
師
料
理
」の
ス
タ
イ
ル

シロハゲ

イサキ

キハダ（ビンタ）

グレ（メジナ）

ハゲのキモ

これが鵜来島流！

島ごはん
漁業の島・鵜来島では、海の幸をふんだ
んに使った料理が堪能できる。そのバリ
エーションは豊富で、素材も新鮮、ま
さに贅沢なごちそうだ。鵜来島流
の“島ごはん”を一挙紹介！

冬の食卓には
欠かせない！

海の幸といえば
やはり刺身盛り！

揚げ物だけどサッパリ
食感はサクッ、フワッ

魚は余さず使う。
最後までうまい！

お酒がよく進む！
呑んべえのつまみ

鵜来島の島民なら
誰もが知っている

TOP
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